
天

正

入

年

-'-J、
入

儀
一
候
。
，
次
大
坂
へ
.
謙
信
御
越
化
以
来
米
ν

被
=
仰
過
-
候
問
、
可
ν

被
ν

呈
=

御
一

書
之
一
候
敗
。
h

ん
御
懇
之
儀
候
。
雌
v

鴛
=
何
時
-賢
慮
次
第
、
乍
v

山
伴
愚
拙
具
可

-h上
最
。
委
曲
紙
面
之
趣
、
御
佼
借
花
蹴
院
へ
申
顛

候
僚
、
宜
ν

有
-
一
御
披
露
-
候
。
恐
々
謹
言
。

〈
以
下
断
簡
。
案
や
る
に
天
正
七
年
三
月
上
杉
景
勝
、
景
虎
を

自
刃
せ
し
め
、
六
月
柴
問
勝
家
兵
を
加
賀
に
進
め
、

七
月
景

-. 

明
憤
激
途
に
自
殺
す
と
る
り
。
前
記
第
一
週
は
宛
所
を
猷
〈

と
い
へ
ど
も
、
越
中
松
倉
の
城
主
河
悶
長
親
に
奥
へ
し
も
の

友
る
ベ
し
。
)

是
歳
。
金
棒
御
坊
の
坊
官
等
、
上
杉
景
勝
よ
り
越
中
に

出
陣
を
求
め
ら
れ
た
る
を
謝
絶
す
。

【山政
・
史
堂
古
文
書
】

羽

前

一

六
三
九

蒙
ν

仰
侠
趣
.
具
拝
見
仕
候
。
質
問
中
逐
日
御
静
誠
之
由
、
併
御
調

陥
不
ν
被
ν

成
=
御
油
断
-
故
与
存
候
。
仇
至
=
越
中
一
可
ν
有
=
御
進
瑳
一
之
由
、

元
令
v

存
候
。
此
儀
連
々
所
v

希
候
。
然
者
、
共
以
前
自
-
一
賀
窃
一
可
v

致-一

出
勢
-
由
示
被
ν
下
候
。
雄
ν
然
今
般
南
口
敵
及
v

行
、
数
日
首
表
令
=
在

陣
一
候
慮
、
度
K

途
コ
防
戦
一
毎
度
得
=
勝
利
一
故
敗
、
官
分
雄
ν

令
=
開
陣
一

残
裁
猶
此
方
手
先
之
城
身
近
溢
構
=
陣
床
一
長
陣
之
朋
意
相
見
候
由

申
来
候
依
.
乍
v
存
蛍
分
越
中
口
出
張
之
儀
難
v
成
御
前
半
候
。
委
曲
御

佼
借
見
聞
候
。
無
=
疎
崎
一
之
趣
、
再
三
不
ν
璽
己
申
入
一
候
。
随
市
七
尾
不

(
萩
)

慮
之
題
目
、
不
ν
及
=
是
非
一
候
。
就
ν
其
末
守
事
、
子
v

今
無
-
-
異
儀
一
之
段
、

随
分
従
ν
是
申
談
候
故
候
遁
被
-
一
閉
召
届
一
之
由
.
致
エ
満
足
一
候
。
然
者

削
向
後
能
窃
一
統
候
様
可
v

得
=
其
意
-之
由
.
畏
存
候
。
柳
不
ν
存一一疎

勝
末
森
城
主
土
肥
親
民
に
今
秋
越
中
、に
出
馬
す
べ
き
を
以
て

金
保
御
坊
の
下
問
頼
純
等
と
協
力
す
べ
き
と
と
を
命
じ
、
而

し
て
八
年
間
三
月
金
津
御
坊
陥
落
す
。
故
に
と
の
文
書
は
七

年
六
月
以
後
に
あ
る
べ

t
、
七
尾
不
慮
の
題
目
と
い
ふ
も

の
、
亦
温
井
・
三
宅
が
繊
同
信
長
に
款
を
通
ぜ
し
を
指
す
な

る
ベ
し
。
)

庶
民

由
主
紀
二
二
四
O

二去
寓 k

疋 年
之 以
分来
令
=と
扶

下
持由h

発室
開共
当1元111
:;'J 11'J卜
:tal .-
忠、 i民
主字通山

{民芸

部久
言乃
。未Ij

7と
て

か
戸之

天

正

八

年

蓮昌

音包

在
三|吋

正
月
十

一
日

小
林
闘
書
助
股

(長

九
郎
左
衛
門
が
連
龍
の
詳
を
署
し
た
る
も
の
と

L
に
初

め
て
見
ゆ
。
但
し
そ
の
好
謹
の
名
を
改
め
し
年
失
を
知
る
と

と
を
得
十
。
)

正
用
十
八
日
。
長
蓮
龍
、
小
林
闘
争
一
一回
助
に
、
重
ね
て
そ

の
戦
功
を
賞
し
鹿
島
郡
太
呑
北
庄
を
扶
持
す
D

【
小

林

文

書
】

一

占

ハ

四

一

去
k

年
以
来
、
上
下
馳
走
紳
妙
一
ご
候
。
然
者
大
苓
北
庄
令
--
扶
持
一候。

弧
可
ν
扮
-忠
孝
一
候
。
説
一
言
。

天

正

八

年

連ji

正
月
十
八
日

小
林
闘
書
助
版

，c対
Ij巴

在

*11 

正
月
十
九
日
D

織
田
信
長
、
長
蓮
龍
に
、
重
ね
て
今
秋

ヲミ

正

八

年

天

正

J¥ 

年

' 

正
用
十
一

日
。
長
連
龍
、
小
林
図
書
助
に、

そ
の
戦
功

を
賞
し
て
珠
洲
郡
九
里
・立
壁
二
高
疋
の
地
を
扶
持
す
。

【
小

林

文

書

】

一
六
回

O

出
勢
す
べ
き
ご
と
を
報
守
口

一
六
回
ニ

持
-
年
頭
祝
儀
一書
欲
、
殊
臨
引
十
到
来
.
遥
々
懇
志
悦
入
候
。
的
南

方
中
間
風
昌
平
均
一
候
。
北
米
秋
者
至
-一北
ハ
商
一
給
.
削
悉
可
=
打
果
『
候
。
可
ν

~ 

長

文

書
】
金
制
伴

被

正実苦
長月If-~
九宗十iよタ
郎語九乙候

嘉日常

門
尉
蹴

イ言ia
悶

長

在
印

(加
越
能
古
文
撲
に
と
の
文
書
を
天
正
七
年
か
と
す
る
も
の

は
非
怒
る
ベ
し
。〉

正
月
廿
五
日
。
本
願
寺
坊
官
下
関
頼
廉
、
能
整
の
門
徒

に
軍
資
の
寄
進
を
求
む
D

【
本
誓
寺
文
書
】

鳳
至
郡

一
六
回

態
申
下
候
。
先
k

御
所
様
御
竪
問
に
御
座
候
。
可
ν
篤
=
大
陸
-
候
。
此

方
長

h
A

御
能
城
、
諸
事
御
不
如
意
過
=
推
量
-
候
。
妹
信
長
、
来
三
月

初
至
=
嘗
表
一
…
刊
誌
可
v
及
ν

行
之
由
必
定
候
。
然
時
御
拘
様
、
弧
御

一

大
事
に
相
変
候
。
御
出
城
数
十
ケ
所
依
ν
有
ν
之
、
御
兵
根
井
玉
葉
己

下
高
御
柳
底
之
御
事
候
。
然
ば
於
-
一
北
ハ
元
一
不
v

限
--
一
紙
牛
銭
一
此
度

六
八




